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ク　　ロ　　ー．　ム メ　ツ　キ　面

松永正久・萩生田善明・鈴木　登

1　緒　　言

　クV一ムメッキ面はメッキ液・メッキ条件などによっ

て硬度ならびにメッキしたままの表面光沢および粗さが

著しくちがっている．クロームメッキ面におい．てとくに

実用性の高いのはその高硬度と異常なまでに高い耐磨耗

性および耐腐蝕性とであるがここではそれらの点にはふ

れずメッキしたままの表面の光沢と結晶配列との関係を

電子廻折法および電子顕微鏡法によって検討した結果に

ついてのべる．表面光沢と結晶配列との関係はさきに吉

田1）およびHume・Rothery　2）らにょって広汎に検討さ

れており，一応の結論はでているが筆者の実験において

はこれらの著者によって与えられていない配列を見出し

たことと電子顕微鏡組織を検討したのでその結果の概要

を報告する．

1　使用したメッキ液および実験方法

　　メソキ時間；特別な場合を除きユ0分

　［3｝光沢の測定　光沢の測定はNF粗度計をそのまま

使用した。すなわち入射光を45°に固定し45：　V⊃正反射

光の強さをもって光沢を定めた．4S「をとった二とは特

別に意味はないがNF粗度計をそのまま使用でぎ測定に
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　（1｝メッキ液　メッキ液は通常用いられている次の3

種を使用した．

La液 k1　t〈dep一ム酸　舞1

　この液は標準液として最も普通に用いられ，電流密度

と温度とによッて光沢クP一ムメッキまたは硬質クロー

ムメヅキを選択することができる．　　’

2b液 o1幣：妄酸：：：iii

　この液は電薔睦が均一で光沢範囲が広いものとしてよ

く用いられる．

3’　c液

　これは稠密六方格子0）クロームを生成するものとして

知られている．

　②　メッキ条件　メtt“キ条件は次のように選んだ．

　　試　料：10x10×1mmの真鍮板

　　　　　前仕上：05エメリー紙研磨陵酸化クローム

　　　　　によるパフ仕上

　　電流密度：10、110A／dm2

　　温　　　　度：20－70GC

　　陽　　極；鉛板（試料を中央に置き陽極は両側に配

　　　　　　　　　　置）　　　・

　　極間距離140mm－－40　mm

第1図　体心立方格子

μAの順をもワて正反射光沢とした

再現性を有している．

験範囲において光沢

の比較ができるため

である．標準面とし

て‘よ銀をカノく一　・ク’

ラス面に蒸着したも

のを使用し，標準片

を使用したとぎ光電

池にれる電流を100

μAになるように光

源を調整し供試々片

による光電池電流の

　この標準片は十分

皿　実験縮果

クロームは第ユ図に示すような体心立方格子の結晶で
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クロームの〔111）方位配列を示す電子廻折像

第3図　同　　前

あ｝｝，光沢

の良いメヅ

キ面におい

ては図に示

す〔111〕軸

をメッキ面

に垂直にし

て結晶が成

長してい
る．光沢が
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悪い面においては〔111〕軸とメッキ面とのなす簡が直角

を中心にして偏侮しており，ついには全く配列を示さな

いようになる．このように〔111〕軸がメ．ソキ面こ直角な

とぎの電子廻折豫は第2図に示すような像を与える．二と

が推定でき，実験結果〔第3図）もこれと合．，ている．光

沢と結晶配列とは良く一一致している．例kばa液による

　　．　　　　　　　　　　　　　　鍍金条件と光沢

　　，、［謬　　　　　との関鰍第4

斎：1　　・・謙縫
鴨．　　　　　にの礪係し電
　　50一　　　　　　　　　　　　　　流密度にはあま
　　：
　　2叶　　　　　　　　　　　・　　　り関係がない・

　　　　　1⊂1．．　　　　　　　　　　　　　　　　光沢と方位配

　　　　　　　　　　　　　　　　　列との関係を図
　　o　．　：c　ヨL：ttEh　6［・　i，i　s「

　　　　　　遅贋℃　　　　　　　　　　示したものがa

　　第4図　メッキ条件と光沢および　液については第

　　　　　結晶の酉己ij［1　　　　　　　　　5図，　b・1　1こつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いては第6図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　であり上の結

ff配列」　　　　°　’　O〆■’　　　　果をよく示し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている．　た
甲1醒タll一　　　　　　γ　　゜

　　　　　　　　！　　　　　　　　　　だ正反二射光沢
　　　　　　　ノ弱塑列「’ @　　〆　　　　　　　　　　15乃至40の

壇統環，4　　　　　　　　　　　　　　範囲でややま

　　　　　　　　　　　　O　　TO　　20　］0　40　50　6σ
　　　　正反射覚沢　メ‘A

第5図　光沢と方泣配列〔a液〕
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ちまちな結果

がでているの

は，この範囲

では試片の全

面が一様な光

沢を示すので

ばなく光沢部

分と非光沢の

部分が共存す

ることが多く

電子廻折像皐，

電子線がそO

いずれかの部

分に当ること

によって異な．た結果がでるものと考fi．られる。また第

5図およし嘉6図は正常な（111）方位配列を示すものの

みについr：示したもので次の特異な配列を示す部分は除

いてある，以上の他にa液およびb液ともに高温度の範

囲において特異な（111〕配列を示す体心立方格子がえら

れる，この廻折像は第7図および第8図に示す如くであ

り第3図に示す9．．のよりも〔111〕軸ヴ）周りの結晶・り廻転
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が不十分であり単結晶に近いものとして解釈することが

できる．
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第7図　特異なClll）方位配列を示す電子廻折像

　　　　　　　　　　　　　　　　　　c液によ

第8図．同　　前

るクローム

メッキ面は

稠密六方格

子D；ロー

ムを生成す

るものとし

て知られて

いるが筆者

らの結果で

は必ずしも

全都が稠密
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第9図　（110）方位配列を示す電子廻折像

第10図　同　　前

六方型でばな

くや：土り体］Ls

立方のク戸一

ムが得られる

窺囲があり，

しかも長時間

〔30分乃至1

時間）メツキ

するとほとん



第　7巻　　第12号

ど全部が〔110〕軸をメッキ面に垂直する体心立方格子の

結晶に変化する．二の廻折像は第9図および第10図に示

す通ト）である・以上の電子廻折結果はすべて塩酸により

．T．ッチした国、二ついてであi）　，メッキしたままでは何ら

の廻折像を示さない．これはメッキしたままでは表面は

メッキ液のために無定形酸化物を生成しているためと考

えられる・1）．

　電子顕微鏡にょる結果はエヅtLない光沢面〔正反射

光沢50以上㍉は第11図のように平坦な面であD一部

に網状の亀裂の認められるのはすでに知られている通り

　　　　　　　　　　　　　　　　である．また一度

　　　　　　　　　　　　　　　　できた亀裂がさら

　　　　　　　　　　　　　　　　に被覆ざれてい

　　　　　　　　　　　　　　　　る’のもみること

　　　　　　　　　　　　　　　　ができる．結晶が

　　　　　　　　　　　　　　　　（111）方位配列を

　　　　　　　　　　　　　　　　有するときは表面

　　　　　　　　　　　　　　　　に現われる部分は

　第11図　光沢面の電子顕微鏡像　　立方体の頂点であ

　　　　　　　　　　　x7，000　りこれは第1図よ

り知られるlt　5に3面てかこまれたピラミットである．

しかし光沢面におい‘．二は結晶が微細であるため腐蝕面の

電子顕微鏡写真‘第12図）よりはこのようなピラミッド

型の形状は認め難、・が非光沢部分の結晶が大きくなった

とこらよ1）はこのような形状をみとめることができる．

また．二の写真よP結晶の大きさを求めると10－6CMのオ

ーダーて寿1｝）Hume・R。thery　2）らがX線廻折より求め

た値10．．7cmtト）やや大きい．

　光沢を減少させる原因としては〔li下地の結晶が大きく
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な．，て突出部が表

面まで表われるも

の　②気泡の発生

による凹所　（3）Sdi

晶が不規則になっ

て方位配列をしな

いもの　などの原

因があげられる．

　特異な配列を示

す部分の嫁は第13図に示す如くであり，やや結晶が大き

　　第13図　特異な配列を示す部

　　　　　分の腐蝕像　　×7，000

麦持しているようにみえる．

　種々御助言を賜わ一．た蓮沼宏・吉田進の両氏に深謝す

る．　〔1955，10，18）

　丈　献

　1）

2）

）3

く不完全ながら

ピラミッド型の

配列も認められ

る．この図よ

り求められる

〔111〕軸の周り

の結晶の廻転は

それほど大きく

なくで電子廻折

法による結果を
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